
9−はびきの　2013.4.1−

　重要文化財「吉村家住宅」（島泉５丁目・近鉄南大阪線高鷲駅から北へ徒歩１５分）の春季特別公開は、
５月３日（祝）・４日（祝）の２日間開催されます。開催時間は、午前の部が10:00～12:00、午後
の部が13:00～15:00までで、見学料は500円です。（小学生以下は保護者同伴に限ります・中学
生以下は無料です）今回も予約制で実施されますので、ご希望の方は社会教育課歴史文化推進室担当へ☎
947-3904（直通）またはFAX956-7196にてお申し込みください。

「吉村家住宅」重要文化財 を公開します。
５月３日（憲法記念日）・４日（みどりの日）に特別公開５月３日（憲法記念日）・４日（みどりの日）に特別公開５月３日（憲法記念日）・４日（みどりの日）に特別公開

　吉村家は、鎌倉幕府を開いた源頼朝の近くにあって功を重ねた武将・佐々木高綱の子孫で、鎌倉時代初期に

島泉付近に移り住んだと伝えられ、江戸中期には、現在の羽曳野市、松原市、八尾市などのあった１８ヵ村の

大庄屋を務めていました。住宅は、元和元年（1615）大坂夏の陣の

直後に建築されたとみられ、桃山時代の書院造りの建築様式を一部

に留める代表的な上層農家の遺構です。

　5,280㎡（約1,600坪）の敷地には、主屋、長
ながやもん

屋門や土
どぞう

蔵などが、

昔日のおもかげをとどめて並んでいます。当日、主屋では、つり部

屋やカマドがある土間、主人とその家族が住んだ居室、古風な輿
こしよ

寄

せの玄関、書院造りの座敷、意匠を凝らした明
あかりしょうじ

障子や欄
らんま

間の透
す

かし

彫
ぼ

り、長
なげし

押の釘
くぎかく

隠し金具、襖
ふすま

の引き手などがある客室部などが見学

できます。また納屋内部を写真パネル、屋敷図、高札などの関係資

料の展示をおこなっていますので、あわせてご覧ください。
問合せ：社会教育課 歴史文化推進室担当
　       　　　　☎ 958-1111 内線 4482


